
ソフトボール部
１限の授業が始まる前に吉田グラウンドで

スポーツをしているところを見たことはあ
るでしょうか。そのスポーツをしているのは、
我々京都大学体育会ソフトボール部です。今
回はソフトボールについて、そして弊部につ
いて少しでも興味を持っていただければ幸い
です。

まずソフトボールそのものにあまり馴染み
のない方も多くいらっしゃるのではないで
しょうか。「野球とほぼ一緒でしょ？」。そん
な声が聞こえてきそうです。実際１チーム９
名でプレーしたり３アウトをとって攻守交替
したりするなど、基本的なルールに野球との
大きな違いはありません。一目で分かる違いといえばソ
フトボールならではの黄色いボールとその投げ方くらい
でしょうか。しかし野球との違いは他にもあります。そ
のうちの一つは塁間距離です。ソフトボールにおける塁
間距離は野球の塁間距離の約３分の２であり、外野フェ
ンスまでの距離も 76 ｍほどです。この塁間距離の狭さ
ゆえに、たとえ足が速くなくても走り方を工夫すること
でセーフになったりセーフティバントが決まりやすかっ
たりと多様な攻撃の仕方が可能となり、ソフトボールな
らではの面白さを生み出しています。

ここからは我々京都大学ソフトボール部の魅力につい
て紹介します。まずは国公立大学のなかでも上位に入る
強さです。2023 年には七大戦で優勝し、2024 年の春
季リーグでは 13 年ぶりの関西リーグ１部昇格を果たし
ました。同年の秋季リーグにおいては１部残留には届か
なかったものの、強豪の私立大学を相手に引き分けと
なった試合もありました。現在では再び１部に残留する

こととインカレに出場することを目標に日々練習に励
んでいます。２つ目の魅力は弊部の学年の垣根を超えた
仲の良さです。2025 年３月現在で弊部の部員はマネー
ジャーを含めて 21 名であり、硬式野球部や他の体育会
に所属する部と比べて決して多くありません。しかし、
それゆえに部員同士のコミュニケーションは活発です。
普段の練習では先輩が後輩にバッティングについてアド
バイスしたり、プライベートなことを話したりする姿が
見受けられます。こういった日々の交流がチームスポー
ツとして互いに能力を高めあい、チーム全体で強くなっ
ている秘訣でもあります。

ソフトボールについて、そして弊部について少しでも
魅力を感じていただけたでしょうか？我々の活動に関し
ては弊部の公式ホームページやインスタグラムを通して
随時発信しています。興味を持ってくださった方はぜひ
のぞいてみてください！
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